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「平成 年 月豪雨」の被災地・倉敷市真備地区における保護者支援
―子育てに支援が必要な保護者に対するペアレント・プログラムの実施―
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年 月に発生した豪雨（「平成 年 月豪雨」）は，西日本を中心に全国的に広い範
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から 時の間に，延べ 名の幼児や小学生（ 日平均 名）に対して，様々な遊び活動
や昼食，おやつ等の食事の提供が行われたことが報告されている。この子どもたちへの居
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「平成 30 年 7 月豪雨」 の被災地 ・ 倉敷市真備地区における保護者支援 ―子育てに支援が必要な保護者に対するペアレント ・ プログラムの実施―
たのは， 名であった。
（ ）プログラム内容





















































年 月～ 年 月に，全 回のペアプロを実施した。効果測定の調査は，初回
（ 年 月：事前調査）と最終回（ 年 月：事後調査）に実施した。
（ ）プログラム参加者および調査協力者
平成 年 月豪雨の被災県である岡山県において，子育てに難しさを感じる保護者を対
象として参加者の募集を行った。その結果， 名（男性 名，女性 名， ～ 歳，平
均年齢 歳， ＝ ）＋オブザーバー 名（男性 名，女性 名）が参加することと
なった。夫婦での参加希望者が 組いたが，メインの参加者を夫婦のどちらか一方とし，
もう一方はオブザーバー参加という形にした。なお，開催場所は真備町であったが，参加
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まず分析対象とした 名の Ⅱ得点の変化を，折れ線グラフで描写した（図 ）。そ
の結果，事前よりも事後で Ⅱ得点が上がった者が 名（ さん），得点が変化しなかっ
た者が 名（ さん）いたが，他 名は事前よりも事後で得点が下がっていた。
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値 点となっている。今回の 名の事前調査の平均値は 点であるため，ペアプ
ロ事業化マニュアル記載の結果よりもやや高い結果であった。今回のペアプロの初回は





















（表 ）。その結果， Ⅱ得点は事前調査よりも事後調査で有意に低下していた（ ）。
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がら，倉敷市でペアプロの実施を続けている。具体的には，第 クール（ 年 月 日
～ 月 日），第 クール（ 年 月 日～ 年 月 日），第 クール（ 年
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年 月 日
水間 宗幸・辻井 正次・池永 恵美・中島 俊思・菊池 哲平・中村 和彦 熊本地震
後の「発達障害児及びその家族のための遊びの会」における支援活動の実践と課題 九
州看護福祉大学紀要
内閣府 平成 年 月豪雨による被害状況等について（平成 年 月 日
現 在 ）
年 月 日
中板 育美 保健師のケアの在り方 平成 年度厚生労働科学研究費補助金 地域
医療基盤開発推進研究事業「被災後の子どものこころの支援に関する研究」（研究代表者
五 十 嵐 隆 ）
年 月 日
岡山県 平成 年 月豪雨災害からの復旧・復興ロードマップ
年 月 日
岡山県危機管理課 平成 年 月豪雨災害検証報告書
年 月 日




奥山 眞紀子 小児の外傷後ストレス障害 小児科
杉山 登志郎・山村 淳一・野村 和代・土屋 賢治・酒井 佐枝子 子どもにおける
大震災の後遺症を減らすための対応 発達
辻井 正次 ペアレント・プログラムマニュアル要旨 特定非営利活動法人アス
ペ・エルデの会 編 楽しい子育てのためのペアレント・プログラムマニュアル
－ 特定非営利活動法人アスペ・エルデの会
辻井 正次・望月 直人・高柳 伸哉 連載；「地域でペアレント・トレーニングを始
めよう！発達障害の家族支援の第一歩」第１回；子育て支援として，地域で保育士がペ
アレント・トレーニングを実施する 月刊地域保健
八木 淳子 ケアシステムの構築と連携 平成 年度厚生労働科学研究費補助金
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小嶋 雅代・古川 壽亮 訳
著 日本語版 Ⅱベック抑うつ質問票 日本文化科学社）
後藤 悠里・川島 聡・原田 新・池谷 航介 「平成 年 月豪雨」における障害
者の被災実態に関する調査および提言の作成 生協総研賞・第 回助成事業研究論文集
原田 新・野村 和代・山村 淳一・杉山 登志郎 大災害時における子どもの心の支




本間 博彰 災害と子どもの心―経過に伴う変化― 平成 年度厚生労働科学研究
費補助金 地域医療基盤開発推進研究事業「被災後の子どものこころの支援に関する研究」
（ 研 究 代 表 者 五 十 嵐 隆 ）
年 月 日
金 吉晴 心的トラウマの理解とケア（第 版） じほう
国立大学法人福島大学子どものメンタルヘルス支援事業推進室 福島の子どもた
ちのメンタルヘルス支援のこれまでとこれから 子どものメンタルヘルス支援事業 活
動 中 間 報 告 書
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